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食品安定剤製造メーカー「株式会社タカラゲン」の子会社化について 

 

伊藤忠商事株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長 COO：石井 敬太、以下「伊藤忠商事」）は、伊藤忠

食糧株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長：大恵 修司、以下「伊藤忠食糧」）を通じ、株式会社タカラ

ゲン（本社：神奈川県横須賀市、代表取締役会長：石黒 公一郎、以下「タカラゲン」）の全株式を取得し、子会社

化することを合意しました。本件により、タカラゲンが有する食品の「テクスチャー（食感）」に関する技術力と、伊藤

忠食糧の原料調達網やマーケティング手法を組み合わせることで、多様化する顧客ニーズに応えるソリューショ

ン提案型ビジネスを強化してまいります。 

 

近年、食のニーズが多様化する中、食品のテクスチャー設計の重要性が高まっています。タカラゲンは、ゼリー・

プリンなどのデザート類、飲料、ハム・ソーセージ、水産加工品などに対し、ゲル化・増粘・安定化などの機能を持

つ製剤を供給し、食感向上や品質安定化に貢献してきました。伊藤忠商事及び伊藤忠食糧は、これまで加工で

んぷん分野を中心に、コンビニエンスストア向けに食感・物性改良の提案を行ってきましたが、タカラゲンの技術

を取り込むことで、食感や品質改良の提案を一層拡充し、高品質で付加価値の高い商品の開発支援を通じて、

取引先とともに新たな食の価値を創出してまいります。 

 

また、高齢化の進展に伴い、高齢者などに向けた「介護食（嚥下調整食）」の市場拡大が見込まれています（※

１）。これらの食品には、「飲み込みやすさ」と「おいしさ」の両立、さらに「安定した品質」や「保存性」が求められて

おり、その実現には増粘多糖類などの食品安定剤技術が不可欠です。今後も拡大が予想される介護食市場に

おいて、タカラゲンの技術と伊藤忠グループのネットワークを活かし、ソリューション提案を推進してまいります。 

 

タカラゲンは 1971年の設立以来、カラギーナンなどの増粘多糖類を中心とした食品安定剤の専業メーカーとして

50 年以上にわたり豊富な実績を有しています。2019 年に稼働した南伊豆工場では、多品種・少量生産に対応し

た最新鋭の設備を備え、顧客ごとの製造設備や流通条件に合わせたオーダーメイド処方の開発を強みとしてい

ます。この技術基盤により、デザート類をはじめ様々な食品における食感改善や物性付与、嚥下機能に配慮した

食品への将来的な展開など、個別ニーズに応じたきめ細かな製品提案が可能です。 

 

伊藤忠商事は、経営方針「The Brand-new Deal～利は川下にあり～」を掲げ、社会の変化に伴い多様化するニ

ーズを捉え、より消費者に近い川下ビジネスを開拓・進化させて事業領域を拡大してまいります。 

 

伊藤忠食糧は、「顧客とともに食の進化に貢献する」を使命とし、顧客起点で産地と加工業者、そして消費者まで

の食のつながりをデザインする企業として社会に貢献してまいります。 

※１：2030年には約 1,405億円規模に達すると予測されています。 



   介護食(流動食、やわらか食、栄養補給食)の市場を調査 ｜ プレスリリース ｜ 富士経済グループ 

【タカラゲン 南伊豆工場】 

 

タカラゲンについて 

会社名 株式会社タカラゲン 

代表者 石黒 公一郎 

本社所在地 神奈川県横須賀市米が浜通 2丁目 1番地 

会社設立 1971年 

資本金 8,000万円 

事業内容 食品安定剤（カラギーナン等の増粘多糖類）の製造・販売 

売上高 29.6億円/2025年 1月期 

 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

伊藤忠商事株式会社 広報部 報道・企画制作室 

担当：芋川 Tel.03-3497-7270 

 

伊藤忠食糧株式会社 経営企画部 

担当：竹賀 Tel.03-5771-6369 

 

https://www.fuji-keizai.co.jp/press/detail.html?cid=24050&la=ja

